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本論文は、保育の場における片付けの生活習慣形成を人的・物的環境との相互

作用の視点から捉え、長期的観察による具体的かつ詳細な記述を基に幼児の社会

情動的発達過程を体系的に明らかにしたものである。  
	
  
本論文は、大きく分けて第Ⅰ部と第Ⅱ部とで構成される。  
 
第Ⅰ部	
 幼児期の生活習慣形成過程の現代的意義  
第Ⅰ部では、幼児期の生活習慣形成過程に着目する現代的意義を分析し、本研

究の目的を示した。本研究の目的を実証的に解明するにあたり、歴史的アプロー

チにより生活習慣形成における理論的枠組みを探求し、倉橋惣三の思想から、幼

児の情動的発達を捉える視点、幼児と保育者の関係性の視点を見出した。  
 

序章	
 研究の背景	
  
序章では、幼児期の生活習慣形成過程に着目する現代的意義を国内外の動向か

ら検討した。まず、国際的な幼児教育研究の動向として、OECD の提唱する保育
「プロセスの質」及び社会情動的発達への着目を取り上げ、幼児の経験内容を人

的・物的環境との相互作用によって捉え、関係における相互作用やプロセスの質

を問うことの重要性、幼児の経験内容を認知的発達と共に社会情動的発達の側面

に着目して捉えることの重要性を挙げた。  
その上で、幼児期の生活習慣形成を、様々な身体・生理的機能の発達に伴い、

生活を遂行するために必要な身の回りのことを自分で行う「身体的自立」と自分

でやり遂げた満足感が自信や意欲へとつながり幼児自らが生活の主人公となって

いく「心理的自立」、2 つの観点から幼児の生活の自立に向けた課題として捉え
た。本研究では、毎日の生活を送る中で習慣化された行為を生活習慣とし、その

中でも生理的基盤に立つ食事、排泄、睡眠の習慣と、社会的・文化的・精神的基

盤に立つ着脱衣、清潔の習慣に分けて考え、後者に焦点を当てた分析を行った。  
幼児期の生活習慣は、その形成の場が家庭から保育施設へと移行しつつある中、

生活習慣形成を支える保育の営みの重要性が認識されている。また、幼児期の教

育と小学校教育の接続や学力との関連において、児童期以降の学びとの関連にお

いてその重要性が指摘されている。  
しかしながら、近年の研究動向において注目されているのは、形成された結果

としての生活習慣であり、幼児が生活習慣を形成していく過程への着目ではない。

また、生活習慣形成における幼児の「心理的自立」の実証的検討は行われていな

い。以上を背景に、本研究では生活習慣形成における幼児の社会情動的発達過程
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を主題とすることとした。  
 
第 1 章	
 幼児期の生活習慣形成をめぐる研究の動向と研究の目的  
第 1 章では、幼児期の生活習慣形成に関連する先行研究を分析し、課題を挙げ

ると共に本研究の目的を示した。幼児期の生活習慣形成に関する先行研究からは、

生活習慣形成に関する普遍的な発達法則及び指導法則の発見が行われてきた意義

が認められた一方、課題として、形成された結果としての生活習慣への着目、幼

児の生活習慣形成を個人的な行為、ないしは大人からの一方向的な作用として捉

えていることが挙げられた。  
乳幼児期の情動発達に関する先行研究からは、子どもの情動発達を支える養育

者や保育者（特別な他者）の存在の重要性と二者間の関係性の推移が自律的な情

動調整や自己の発達に大きく影響することが示唆された。特に、他者への依存性

を脱し、子どもが自律性を主張し始める 3 歳時期は「心理的自立」において重要
な時期であることが示されたが、この時期に焦点を当てた情動調整プロセス及び

自己の発達過程を他者との関係構築、関係推移において捉えた実証的研究は行わ

れていないという課題が挙げられた。  
そこで、本研究では、幼児の生活習慣形成を個人的な行為として捉えるのでは

なく、人的環境や物的環境との相互作用として捉える社会文化的アプローチの必

要性を指摘した。すなわち、幼児（主体）と媒介（人的環境や物的環境）との相

互作用を解明するアプローチを採る。また、3 歳時期の自律性及び自己の発達に
着目し、生活習慣形成との関連において分析する視点を採用することとした。  
次に、生活習慣の中でも片付けに着目する理由として、幼児教育・保育の基本

概念である遊びとの関連が深く、幼児と保育者が双方向的な関係において習慣形

成を行えることを挙げた。保育学研究において片付けは、幼児の移行経験や保育

者の実践知の視点から近年注目される主題の 1 つであるが、保育者から幼児への
一方向的な社会文化的価値の伝達場面として捉えられ、幼児にとって片付けは、

負の感情を抑制し、社会文化的価値を受け入れる営みとされている。  
一方、本研究では、幼児の存在を片付けという社会文化的な営みに参加し、積

極的に生活を創り出していく主体者として捉え、過程における幼児の経験内容を

明らかにすることとした。その際、3 歳時期の自律性と自己の発達に着目し、生
活習慣形成と社会情動的発達過程とを関連付けて解明することで、幼児の生活の

自立の意義を検討することを挙げた。  
以上より、本研究は、幼児の生活習慣形成場面としての片付けに着目し、幼児

が周囲の環境（人的・物的）とのかかわりの中で、片付けを展開する具体的なエ
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ピソードを質的に分析することで、幼児の経験内容とそれを支える援助プロセス

を社会情動的発達に着目して明らかにすることを目的とした。  
 
第 2 章	
 生活習慣形成に関する理論的枠組みの探求  
第 2 章では、本研究の目的の実証的な解明に先駆けて、過去の保育実践の意義

や価値を探る歴史的アプローチを基に、生活習慣形成の理論的枠組みを探求した。

生活習慣形成に関する過去の保育実践から、保育カリキュラムへの位置づけを検

討し、幼児にとっての「習慣」や「生活」の意味を考察することによって、現在

の実践を読み解く為の理論的枠組みを探ることとした。  
具体的には、大正期の倉橋と及川平治の保育カリキュラム編成に着目し、両氏

が生活習慣形成をどのように保育カリキュラムに位置付けようとしたのかを分析

することで、生活習慣形成に関する思想や原理を考察した。その際、両氏の保育

カリキュラムに影響を及ぼしたとされる Patty S. Hill のコンダクト・カリキュラ
ム受容の影響と共に比較分析を行った。  
その結果、両氏は共に幼児の生活を出発点とし、生活習慣形成を保育内容とし

て位置づけていきながらも、種々の違いが見出された。それは、幼児の情動的発

達を捉える視点と幼児と保育者との関係性における違いとして考察され、生活習

慣形成を捉える枠組みとして抽出された。だが、未だ解明されていない課題も挙

げられ、その背景には、幼児の情動的発達を実証的に捉えることの難しさと指導

場面における幼児と保育者との関係維持の困難さという躓きがあったのではない

かと推察された。ゆえに、従来の研究において、幼児の「心理的自立」の意義が

不十分な検討にとどまっていたことが考察された。  
本研究において、幼児の情動的発達の実証性に関しては、情動発達における重

要な他者である保育者との関係性を軸とし、双方の相互作用において生起してい

る情動的な出来事をエピソード記述で捉えることにより可能となると考えた。さ

らに、乳幼児期における社会情動的発達の教育的効果の知見を根拠に実証性を主

張し得ることを挙げた。他方、幼児と保育者との関係維持の困難さに関しては、

従来、日本を含む非欧米型文化の特徴として指摘される「相互協調的自己観」な

いし「相互依存的自己観」や文化による子どもの自立の概念の相違を挙げた。日

本文化の特徴とされる「相互依存的」な自己のあり方や保育者との関係維持にお

ける「心理的自立」の過程を考慮しつつも、多様に変化・変容を遂げている現在

の社会状況に鑑みながら、第Ⅱ部の分析を進めていくこととした。  
	
  
 



 
 

4 

第Ⅱ部	
 保育の場における生活習慣形成過程の実態  
	
 第Ⅱ部では、片付け場面における生活習慣形成過程の実態（3 歳児）を捉えた。
第 2 章で検討した倉橋の生活習慣形成思想における「個人的性格と社会的性格」
の視点と「幼児の自主と保育者の意図」との結びつきの視点を、社会情動的発達

と幼児と保育者の関係性を捉える理論的枠組みとし、残された以下の課題につい

て、片付け場面の実態から明らかにすることを目的とした。  
（1）個々の幼児の生活習慣形成過程における経験内容  
（2）幼児の経験内容を支える保育者の援助プロセス  
	
 片付け場面における幼児の経験内容を、第 3 章では対人関係という視点から、
第 4 章では対物関係という視点から捉え、社会情動的発達過程を明らかにする。 
第 5 章では幼児の経験内容を支える保育カリキュラムを検討し、第 6 章では保

育者の情動という視点から幼児との相互作用の実態を捉え、援助プロセスを明ら

かにする。  
実態を捉える理論的枠組みとして、第 2 章で抽出された倉橋の思想を基盤とす

るが、その課題を引き受け実際の分析を進めていくために、相互主体的な関係論

を提示している鯨岡峻の理論を援用することとした。鯨岡の「人間の根源的両義

性」に着目し、幼児を自己充実と他者との調和を併せもつ両義的な存在と捉える

ことを基軸とする。個と社会を対等に捉える点では倉橋と重なるが、片方ではな

く双方に意義があるとした点と、幼児だけではなく、保育者をもう一人の主体と

して捉える主張において、「相互独立的」か「相互依存的」かという二者択一を

越え「相互主体的」な関係性を構築することを可能にすると考えた。  
それに加え、鯨岡の理論では捉えきれない幼児の自己の発達の方向性を文化的

実践の変容と共に状況論的に捉える視点、子どもと保育者の共同注視による相互

主体的関係構築の視点を佐伯胖の枠組みから補足的に援用することとした。  
 
第 3 章	
 対人関係の視点から捉える社会情動的発達過程  
第 3 章では、対人関係の中で、幼児がどのような社会情動的経験をしているの

かを明らかにすることを目的とした。幼児を自己充実と他者との調和を併せもつ

両義的な存在として捉え、自己充実と他者との調和のバランスを図りつつ、どの

ように片付けという社会文化的な営みへと向かっていくのかという視点から事例

分析を行った。  
男児の 1 年間の事例分析から得られた知見は 2 つある。1 つは、幼児の生活習

慣形成には、属する社会集団において幼児が自己充実を図る経験が基盤となるこ

とである。つまり、幼児は自分の遊びを楽しみ自己充実を図ることにより、他者
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との調和を求める欲求を基盤に自ら社会文化的な価値を取り込み、生活習慣とし

て形成していく過程を経験している。それは、先行研究において捉えられてきた

保育者からの生活習慣指導を受け入れる一方向的な営みではなく、自己充実感を

基盤に生活習慣を形成する実態である。  
もう 1 つは、生活習慣形成における社会情動的発達過程は、文脈や状況により

変化し、行ったりきたりを繰り返す螺旋状の発達過程の様相を示すことである。

幼児が生活習慣を形成していく過程の中では一見すると、停滞や後退とも見える

ような姿を見せることもあった。しかしながら、それは他者とのかかわりの中で

生活習慣を形成していく過程のダイナミズムを表しており、気持ちの揺れや折り

合いという社会情動的経験の積み重ねが、幼児の自律性や自己の発達を促すと同

時に生活習慣形成過程を支えることから、生活の自立において重要な発達経験と

して捉えられることを示した。  
	
  
第 4 章	
 対物関係の視点から捉える社会情動的発達過程  
第 4 章では、対物関係（占有物・共有物とのかかわり）の中で、幼児がどのよ

うな社会情動的経験をしているのかを明らかにすることを目的とした。園にある

共有物に着目し、幼児が遊びの間、占有物にした物を共有物に戻していく過程を

片付けと位置づけ、片付け過程における物とのかかわりの変容過程を明らかにし

た。男児の 1 年間の事例分析から得られた知見は 2 つある。1 つは、幼児にとっ
て片付けは、前後の活動と切り離した行為として捉えられるのではなく、共有物

を占有物にする遊び過程と連続する過程として捉えられることである。もう 1 つ
は、片付け過程での物とのかかわりには、物を介して他者の意図を読み取り、ま

た自らの物へのかかわりを豊かにしていく経験が含まれるということである。  
本研究では、行動面において片付けが習慣化されていると見られる対象児に着

目することで、情動的な発達の重要性を指摘することができた。幼児にとって片

付けという習慣は、単に使った物を元の場所に戻す行為を繰り返すことで形成さ

れていくのではなく、共有物を媒介に他者の自己充実過程に共感・受容すると共

に、自らの自己充実過程も共感・受容される相互理解の中で形成されていくもの

であること、幼児の相互理解の基盤には自ら物を占有して遊ぶ経験があることを

明らかにした。幼児は物を占有したり、共有物に戻したりする物理的な移動を経

験しながら、満足感や納得、相互理解や折り合いという社会情動的経験を積み重

ねている。それが幼児の自律性や自己の発達を促すと共に生活習慣形成過程を支

えることから、生活の自立において重要な発達経験として捉えられることを示し

た。  
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第 5 章	
 幼児の経験内容を支える保育カリキュラム  
	
 第 5 章では、片付け場面における幼児の経験内容を支える保育カリキュラムを
検討することを目的とした。その結果、得られた知見として、対象園の保育計画

は、『幼稚園教育要領』を基準に作成されており、平成元年以降、『幼稚園教育

要領』の大綱化という国の方向性が、保育の質の観点の 1 つである「志向性の質」
との関連において意義をもつことが示された。つまり、生活習慣形成における幼

児のねらいが行動目標や到達目標としてではなく、包括的な発達の方向性を示す

ねらいとして設定されることにより、前章までに明らかにしてきた個々の幼児の

社会情動的発達経験、つまり、折り合いや葛藤を含む経験内容を保障できるとい

う重要な意義を示した。また、園の柔軟な保育計画が保育者間で共通理解される

ことで、行動的側面にのみ着目した形式的、一方向的な指導に陥りやすい生活習

慣の援助において、眼前の幼児との心理的対話や相互作用を促し、柔軟に対応で

きる保育者の援助プロセスを成立させていることが考察された。  
他方、『幼稚園教育要領』の大綱化は、各園の実践に託される部分が多い反面、

各々の保育実践を担う保育者の専門性や実践の質が問われ、保育者も葛藤を抱く

ことを指摘した。具体的には、眼前の幼児たちとの多様な応答を行いつつ、保育

カリキュラムと照合しながら幼児の経験内容を意味付けていくこと、個々の幼児

の多様な物語を一つのストーリー上に位置づけ多様な語りが響きあう「多声的な

空間」として創り出すことが求められ、そこに保育者の専門性が問われると考察

された。  
 
第 6 章	
 援助プロセスにみる保育者の葛藤維持  
第 6 章では、片付け場面における幼児の経験内容を支える援助プロセスを明ら

かにすることを目的とした。第 3 章・第 4 章で明らかにした幼児の経験内容につ
いて、もう一方の主体としての保育者の視点から描き出し、保育者の情動を伴う

援助プロセスの実態を捉えた。前章において、示唆された葛藤の具体的な内容を

明らかにし、葛藤を維持する援助プロセスから保育者の専門性についての検討を

行った。  
従来の研究において、片付けは、社会文化的価値を幼児が受動的に受け入れ、

負の気持ちを制御することで習慣化されていくと捉えられてきた。このことは、

保育者にとっても揺らぎや葛藤を感じることなく、スムーズに片付けを展開する

ことへとつながってきていたといえる。しかしながら、本研究では、保育者をも

う一方の主体とし、連続した生活を共にする「生活者」として捉えることで、保
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育者自身も心を砕き、手応えや葛藤を感じながら子どもと共に意味を生成してい

く情動的なプロセスを明らかにすることができた。  
具体的には、援助プロセスにおいて保育者が抱えていた主な葛藤を 2点挙げた。

1 つは、個々の幼児の自己充実過程に寄り添い続ける葛藤である。片付け場面に
おいて、保育者は、個々の幼児の遊びに共感・受容しながら幼児理解を深める、

他方で時事刻々と変容するその幼児の“今”を捉える中で幼児理解の再構築を図り
ながら、個々の自己充実を支え続けることが求められていた。  
もう 1 つの葛藤は、個々の幼児の他者との調和を図る過程を見守る中での葛藤

である。保育者側から他者との調和へと誘う意味ももつ片付け場面において、保

育者は、誘い方を工夫しながら、幼児の中にある他者との調和を求める欲求に響

く援助を模索し、保育者の提示した社会文化的価値に対して、幼児が自分の中で

意味づけ、必要性を理解し統合するまでの過程を隙間づくりや温かい眼差しで支

える援助を行っていた。保育者は常に幼児の情動的変化を捉え、自身の援助のさ

じ加減について慎重に吟味しながら、幼児が自分の中で他者との調和を図る過程

を見守ることが求められていた。  
葛藤状態において、保育者は幼児とのやりとりの中で得られた手応えを基盤に、

自らの幼児理解や援助を省察できるゆとりや幼児と共に楽しむ遊び心をもって応

じていた。また、保育者同士で互いの状況を想像し、補い合い、支え合うことで

状況を変換させ、柔軟に対応する中で葛藤を維持していた。幼児の自己充実と他

者との調和を片方ではなく、常に双方の充実を支えるからこそ生じる保育者の葛

藤が、幼児と保育者との相互性や相互主体性を担保することも示唆され、葛藤維

持プロセスに保育者の専門性を見出すことができた。  
 
終章	
 幼児の社会情動的発達過程を支える相互主体的関係	
 	
  
終章では、本研究の結論と今後の課題を整理した。各章の総括を行い、研究全

体を通した主な成果と研究や実践に対する意義を 3 つ示した。  
1 つ目は、幼児の生活習慣形成における遊びを軸にした自己充実の重要性を指

摘したことである。つまり、幼児の自己充実と他者との調和、双方の充実に目を

向け、相互主体的な関係において支えていくことで、幼児が自律性を獲得し、生

活の主体者としての自己を築くと同時に、生活習慣を形成していく過程が明らか

になった。片付けという生活習慣形成には、幼児が様々な媒介を使用しながら自

分で情動調整を図る主体としての基盤を育む重要な経験内容が含まれている。こ

のことは、保育者が社会文化的価値を含む他者との調和ばかりを強調し、教え、
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内面化させようとする従来の指導に対して幼児の経験内容に基づいた主張ができ

るものと考える。  
2 つ目として、幼児の生活習慣形成における納得や相互理解、折り合い等の社

会情動的経験の重要性を示すと共に、螺旋状の様相を有する発達過程を明らかに

したことである。つまり、自立と依存を繰り返しながら自己を発達させ、自律性

を獲得していく様相と生活習慣形成過程を関連付けて捉えることができた。この

ような視点は、保育施設における集団画一的な生活習慣指導に対する疑問を投げ

かけると共に、個別の発達過程に合わせた援助の重要性を主張できるものと考え

る。また、生活習慣形成を過程において捉え、長期的な視野をもって見守ること

の意義は、形成結果において生活の自立を捉える昨今の幼小接続の議論や保護者

の育児不安に対する一考となり得るのではないかと考える。  
3 つ目として、生活習慣形成における幼児の経験内容は、包括的な発達の方向

性を示す園の保育カリキュラムにおいて保障され、保育者の葛藤を伴う情動的な

援助プロセスにより支えられることを明らかにしたことである。特に、幼児の社

会情動的経験内容に目を向け、個々の自己充実に寄り添い支え続けると共に、常

に他者との調和を見守り続ける保育者の両義的な営みにおいて、抱える具体的な

葛藤内容を明らかにできたことは、大きな意義と考える。  
近年の片付け研究においても、幼児の気持ちと保育者の意図との間での葛藤へ

の着目があったものの、本研究では、日々連続する生活を共にする「生活者」と

しての立ち位置からの様々な葛藤を明らかにし、相互主体的な関係構築の重要性

を指摘することができた。  
一方向的な指導に陥りやすい生活習慣形成において、保育者も幼児の両義的な

育ちを保障する上での葛藤を抱くこと、その葛藤維持過程が相互性を担保する可

能性も示唆された。葛藤維持過程への着目により、従来、指摘されてきていた日

本の文化に特徴的な相互依存的な自己のあり方に対して、相互主体的な関係の重

要性を指摘し、その関係を基盤に行える「自立」についての検討を進めることが

できたと考える。  
今後の課題として、以下の点を挙げた。まず、幼児と保育者の関係を基軸とし

つつ、本研究では十分に扱うことのできなかった友達との関係や異年齢の子ども

との関係、物の集合体としての園環境を捉える視点や不可視的環境（音や時間、

雰囲気等）への着目、養育者・家庭内環境との関係や生活の連続性等に着目した

解明を進めることで、子どもの社会情動的発達のさらなる解明を進め、育ちの連

続性についての検討を行うことが課題である。  
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次に、本研究で明らかになった 1 園の実態を基盤に、異なる保育形態や保育者
集団の構成、保育カリキュラム方針、園文化等をもつ園や施設へと分析対象を広

げ、横断的に比較検討していくことが課題である。  
本研究では、生活習慣形成をテーマとしつつ、社会的習慣としての特徴を持つ

片付けに着目したが、他習慣の形成実態や形成過程を捉えると共に、各習慣間の

関連性の検討や生活習慣の全体構造を解き明かしていく中で、幼児にとっての生

活習慣形成及び生活の自立についての検討を深めていくことが最終的な課題であ

る。  
 


